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○
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

　

南
相
馬
市
埴
谷
・
島
尾
記
念
文

学
資
料
館
に
、
特
別
職
で
非
常
勤

の
館
長
を
配
置
す
る
た
め
、
必
要

な
改
正
を
行
う
も
の
。

【
主
な
内
容
】

　

報
酬
日
額
：
１
万
円

【
施
行
日
】
平
成
28
年
10
月
１
日

○
南
相
馬
市
印
鑑
の
登
録
及
び
証

明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
１
月
４
日
か
ら
開
始

す
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

の
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
に
対

応
す
る
た
め
、
必
要
な
改
正
を
行

う
も
の
。

【
主
な
内
容
】

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
利
用
し
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
設
置
し

て
い
る
多
機
能
端
末
機
で
、
印
鑑

登
録
証
明
書
交
付
を
行
う
た
め
、

必
要
な
条
文
を
追
加
す
る
も
の
。

【
施
行
日
】
平
成
29
年
１
月
４
日

○
南
相
馬
市
特
定
用
途
建
築
物
の
建

築
に
係
る
手
続
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

地
域
住
民
の
不
安
の
緩
和
や

解
消
、
市
内
の
快
適
な
生
活
環

境
の
確
保
及
び
よ
り
良
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
良
好
な
近
隣

関
係
の
形
成
並
び
に
復
興
事
業

の
推
進
と
住
民
の
帰
還
促
進
を

図
る
た
め
、
特
定
用
途
建
築
物

の
建
築
に
先
立
つ
手
続
き
に
関

し
、
新
た
に
条
例
を
制
定
す
る

も
の
。

【
主
な
内
容
】

・
基
本
計
画
書
の
提
出

　

建
築
主
は
、
特
定
建
築
物
の
建

築
申
請
を
行
う
60
日
前
ま
で
に
、

特
定
用
途
建
築
物
に
係
る
基
本
計

画
書
を
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

・
説
明
会
等
の
開
催
等

　

市
民
等
は
、
建
築
主
が
標
識

を
設
置
し
た
と
き
は
、
標
識
設

置
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

14
日
以
内
に
、
市
長
に
対
し
、

建
築
主
に
よ
る
説
明
会
の
開
催

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

市
長
は
、
説
明
会
開
催
の
申

し
出
を
受
け
た
と
き
、
又
は
市

長
が
自
ら
の
判
断
に
よ
り
必
要
で

あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
建
築
主

に
対
し
、
説
明
会
の
開
催
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

建
築
主
は
、
説
明
会
を
開
催

し
た
と
き
は
、
説
明
会
を
開
催
し

た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
14
日

以
内
に
説
明
会
の
内
容
を
記
載

し
た
報
告
を
市
長
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
施
行
日
】
平
成
28
年
10
月
１
日

○
南
相
馬
市
消
防
団
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

　

地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
を
図

る
た
め
、
従
来
の
消
防
団
員
に
加

え
て
、
退
職
消
防
団
員
等
に
よ
る

機
能
別
団
員
を
新
た
に
設
置
す
る

た
め
、必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

【
主
な
内
容
】

【
施
行
日
】
公
布
の
日

○
南
相
馬
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

　

地
方
自
治
法
第
244
条
第
１
項
の

規
程
に
基
づ
き
公
の
施
設
と
し
て

新
た
に
南
相
馬
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
を
設
置
す
る
た
め
、
必
要
な
改

正
を
行
う
も
の
。

【
主
な
内
容
】

・
名
称
：
南
相
馬
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

条　

例

小高区復興拠点事業 修正案可決修正案可決！！
定
例
会

・
位
置
：
鹿
島
区
川
子
字
大
廹
２
番
地

・
開
場
時
間
：

◦
４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

◦
10
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

【
施
行
日
】
平
成
28
年
10
月
15
日

○
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

【
主
な
内
容
】

南
相
馬
市
復
興
工
業
団
地（
渋
佐
・

萱
浜
）事
業
第
１
期
造
成
工
事

・
施
工
場
所

南
相
馬
市
原
町
区
渋
佐
・
萱
浜
地
内

・
契
約
の
相
手
方

関
場
・
石
川
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体（
原
町
区
）

・
増
額
す
る
額
７
億
７
千
709
万
円

・
主
な
変
更
内
容

　

盛
土
資
材
で
あ
る
浚
渫
土
の

供
給
量
の
減
（
下
太
田
工
業

団
地
か
ら
の
採
取
土
量
は
若
干

増
）
に
伴
い
、
代
替
資
材
（
購

入
土
）
調
達
に
要
す
る
費
用
が

増
加
す
る
も
の
。

【
主
な
内
容
】

市
営
陣
ヶ
崎
公
園
墓
地
整
備
事

業
公
園
整
備
工
事

・
施
工
場
所

南
相
馬
市
原
町
区
上
太
田
字

陣
ヶ
崎
地
内

・
契
約
の
相
手
方

　

滝
建
設
工
業
株
式
会
社（
原
町
区
）

・
増
額
す
る
額　
　

１
千
553
万
円

・
主
な
変
更
内
容

【平成28年度第３回定例会】【平成28年度第３回定例会】
　　９月議会は９月７日から 23 日までの 17 日９月議会は９月７日から 23 日までの 17 日
間行い、議案 50 件（条例関係 14 件、決算関間行い、議案 50 件（条例関係 14 件、決算関
係 16 件、係 16 件、予算関係 11 件、予算関係 11 件、その他 9 件）、報その他 9 件）、報
告 3 件を審議し原案通り可決しました。告 3 件を審議し原案通り可決しました。

〔復興拠点施設予定地〕〔復興拠点施設予定地〕９９月議会月議会

項　　目 内　　　　　容

定　　員 団員及び機能別団員1,004人（うち機能別団員は100人）

入団資格 元消防団員としての経験が３年以上ある者又は消防団長が認めた者

退　　職 定年　７０歳

任　　期 原則２年（再任を妨げない）

報　　酬 年額　１０，０００円

活動内容 ・夜警等防火広報活動　・初期消火活動及び後方支援活動
・災害時における消防団活動　など
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９月補正予算の概要（主な事業）
一般会計補正予算（第３号）の概要
⑴補正予算の規模
　補正額 105億 9,706万円を追加し、補正後の一般会
計歳入歳出総額が 1,194億 8,608万円となった。

⑵主な補正内容

最重点方針１「復興事業の優先的実施」

　○地域ブランド品開発・地域活性化推進事業
 69 万円
　○農林業系廃棄物処理加速化事業
 4 億 1,796 万円
　○メモリアルパーク整備事業　　 1,314 万円
　○防火水槽清掃事業　　　　　　　520万円

最重点方針２「避難指示区域の再生」
　○小高駅周辺施設整備事業　　　　163万円

　○小高区商業施設整備事業　　　　724万円

重点方針 1「地域の絆づくりと安心生活の再生」
　○老人福祉センター建設事業（原町区）
 1,304 万円

　○地域介護・福祉空間整備推進補助金
 528 万円

○は新規事業新

議案番号 件　　　　名 議決状況

６ 原発事故による避難者用無償住宅支援の延長を
行うことを求める意見書 原案可決

７
東日本大震災と東京電力福島第一原子力発電所
災害の被災者に対する各種支援の継続と対象者
の拡大を求める意見書

原案可決

受理番号 件　　　名 請願・陳情者氏名 議決状況

請願３
原発事故避難者の無償
住宅支援の継続を求め
る請願

村田　弘　ほか１名 意見書
提出

陳情５
小高区小谷地区上水道
給水工事費助成を求め
る陳情

小谷行政区区長
佐々木康博

ほか１名
継続審査

委員会提出議案

請願・陳情とその結果

小高区復興拠点事業 修正案可決小高区復興拠点事業 ！
定
例
会

補
正
予
算
の
概
要

委
員
会
・
議
員
提
出
議
案

請
願
・
陳
情
と
そ
の
結
果

賛
否
が
分
か
れ
た
議
案

　

チ
ッ
プ
処
理
工
の
変
更

　
〈
当　

初
〉　　
　

575
・
４
㎥

　
〈
変
更
後
〉　

１
千
229
・
２
㎥

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

【
主
な
内
容
】

南
相
馬
市
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
増
設

土
木
工
事

・
施
工
場
所

南
相
馬
市
原
町
区
下
高
平
字
堂

場
地
内

・
契
約
の
金
額
３
億
５
千
424
万
円

・
契
約
の
相
手
方

東
北
建
設
株
式
会
社（
原
町
区
）

【
主
な
内
容
】

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業（
復
興
）道
路
改
良（
１
―
７

号
線
）

・
施
工
場
所

南
相
馬
市
鹿
島
区
北
海
老
字
釜

舟
戸
西
地
内
外

・
契
約
の
金
額
３
億
１
千
644
万
円

・
契
約
の
相
手
方

庄
司
建
設
工
業
株
式
会
社

（
原
町
区
）

○
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

【
主
な
内
容
】

被
災
地
域
農
業
復
興
総
合
支
援

事
業
農
業
用
機
械
購
入

・
取
得
す
る
動
産
及
び
数
量

ト
ラ
ク
タ
ー
ほ
か
45
台

・
取
得
金
額　
　
　
９
千
708
万
円

・
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社
南
東
北
ク
ボ
タ

原
町
営
業
所
（
原
町
区
）

（汚染された堆肥、牧草等の収集と減容化施設への
運搬を実施）

（介護ロボットを導入する事業所に対し、導入経費を支援）

平成28年9月定例会での審議結果（意見が分かれた議案について掲載しました。）
議　員　名

議案等の名称

議
決
結
果

友　和　会 改革クラブ 尚友会 日本共産党
議員団 無会派 無会派 無会派 無会派 無会派

山田
雅彦

中川
庄一

鈴木
昌一

田中
一正

今村
裕

細田
廣

平田
武

田中
京子

渡部
一夫

鈴木
貞正

竹野
光雄

小川
尚一

門馬
和夫

但野
謙介

太田
淳一

荒木
千恵子

渡部
寛一

岡﨑
義典

大山
弘一

奥村
健郎

志賀
稔宗

水井
清光

９
月
定
例
会

委
員
会
提
案

予　

算

平成28年度南相馬
市一般会計補正予
算に対する修正案

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ╳ ○ ╳

　○　議決結果欄の意味はそれぞれ次のとおり　■■可　可決　■■否　否決　■■継　継続審査
　○　採決の結果欄の意味はそれぞれ次のとおり　■■○　賛成　■■╳　反対　■■議　議長　■■欠　欠席

新

新

新

新

新

新

新

新

小
高
区
復
興
拠
点
整
備

事
業
修
正
案
可
決

　

本
事
業
は
、
小
高
区
へ
の
帰

還
や
市
外
か
ら
の
移
住
促
進
の

た
め
、
中
心
市
街
地
に
復
興
拠

点
施
設
整
備
を
す
る
も
の
。

　

し
か
し
、
敷
地
面
積
が
当
初

計
画
の
47
％
減
、
入
浴
施
設
や

駐
車
場
の
大
幅
縮
小
等
、
利
便

性
に
欠
け
る
部
分
が
多
く
、
さ

ら
に
、
坪
単
価
256
万
円
と
高
額

な
建
設
費
の
た
め
、
実
施
設
計

を
減
額
す
る
修
正
案
が
出
さ
れ

た
。

　

一
方
で
は
、
早
期
に
着
工
し

な
い
と
小
高
区
の
復
興
が
大
幅

に
遅
れ
る
等
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。
採
決
の
結
果
、
修
正
案
が

可
決
。


